
  
 

 
 

地域の魅力の言語化を支援する 

 「コギトエルゴシステム」の提案 
 

田中良太†1 佐野菜々子†1 藤代裕之†1 
 
概要：近年,	地方では急激な人口減少,	地域経済の縮小が問題となっている．そうした現状を打開するため,地域の
魅力の効果的な発信が求められている．しかし,	地域の魅力について言語化することは難しい．そこで本研究は,	地

域の魅力について考えるワークショップで得た知見を基に，地域に関する単語をランダムに提示し，利用者の言い

たいことと関連性の高い単語の選択を繰り返してもらうことにより，言語化を支援するシステムを提案する． 
 
 
 

 
 

1. はじめに 

近年,	地方では急激な人口減少,	地域経済の縮小が問題

となっている．そうした現状を打開するため,	ウェブサイ

トや PR動画,	SNSなどを使った,	地域の魅力の発信が全
国の自治体や NPOで行われている．政府の地方創生につ
いての方針をまとめた「まち・ひと・しごと創生基本方針

2018について」でも「国民の関心を惹きつける効果的・戦
略的な情報発信」の重要性が挙げられており,	地域の魅力

の効果的な発信が求められている[1]．	
	 しかしながら,	河井の調査では「住んでいる地域の魅力

をいくつあげられるか」という質問に対し，回答した 406
人のうち,	81人が「ひとつも挙げることはできない」と答
えている[2]．地域の人たちが地域の魅力を挙げることが
出来なければ，効果的・戦略的な情報発信を行うことも出

来ない.	そこで，本研究では，地域の魅力の言語化を支援

するシステムを提案する.	我々の研究室では，福島県白河

市でカードを用いて，地域の魅力について考えるワークシ

ョップを行った[3].	このワークショップを分析すること
で，システム提案に活用する.	

2. 先行研究 

カードを使い自らの考えを支援する手法として KJ法が
知られている.	川喜田二郎によって開発された KJ法は，1
つのテーマについて思いつく言葉や要素をカードに記入

し,	それらをバラバラにして,	似たカードをグループ化し

て整理し,	図解化や文章化をすることで新しい発想を促す

というものである[4]．河合,	塩見らは，KJ法を用い，カ
ードを用いた発想や情報整理などの創造的知的行為を実現

できる KJエディタを構築した[5]．創造的な知的作業の支
援を目的としている点で参考になるが，言語化を目的とし

ているのではない.	

大塚は,	検索エンジンを利用する際に，情報要求が言語
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化できないユーザーに対し,	異なるクエリを交互に提示す

ることで，検索目的を明確にするシステムを提案した.	キ

ーワードの提示による言語化支援においては本研究と共通

するが,	地域の魅力を言語化するシステムは見当たらない

[6]. 

3. ワークショップの分析 

3-1．ワークショップの概要 

	 ワークショップは，ニュースに関する単語が書かれたカ

ードを組み合わせて地域のニュースタイトルを作ること

で，参加者に地域の魅力を考えてもらうことを目的として

いる.	カードは興梠らによるニュースサイトハフィントン

ポスト日本版のツイート文の研究を元にした単語（助詞,		

記号,	数字など）計 139枚である[7].	
	 ワークショップの手順は以下の通りである.	(1)と(2)は個
人ワークで，(3)と(4)はグループワークである.	
(1)	自分の思う地域の魅力を考える 
(2)	ランダムに配布されたカードを組み合わせてタイトル
を作る	

(3)	作ったタイトルについて説明する	
(4)	参加者同士で議論し，カードを交換しながらタイトル
を作る	

	

図 1  白河市でのワークショップの様子 
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ワークショップを通して，当初白河市の魅力を「川」と

発言していた参加者が「夕日と川のコントラストがいいん

だ」という具体的な言葉で表現することが出来た.	また，

白河市の名物である「ラーメン」を挙げた参加者は「白河

ラーメンは有名にならなくていい.	素朴なところが良い」

と話せるようになり,	ワークショップが地域の魅力の言語

化を支援できた.	

	

3-2．	ワークショップの分析 
ワークショップを観察し,	分析したところ,	参加者は，

ランダムに提示された言葉に対して,	自分の言いたいこと

と関連性が高いか・低いかを考え,	どの言葉がより関連性

の高い言葉かを他者と議論することで,	自分の言いたいこ

とが整理されることにより，地域の魅力が言語化出来ると

いうことが分かった．そこで,	この知見を元に	「自分の

思う地域の魅力」の言語化を支援するシステム「コギトエ

ルゴシステム」を提案する．これは，フランスの哲学者デ

カルトが提唱した命題「我思う故に我あり(Cogito, ergo 
sum）」から着想を得た[8].	

4. 提案するシステム 

4-1．システムの概要  

本研究で提案するシステムは，ワークショップで得た知

見から，①地域に関する単語をランダムに提示する仕組み

と	②関連性の高い単語を提示する仕組み，を提示するこ

とにより，地域の魅力の言語化を支援することにする．シ

ステム概念図を図 2に示した．	
	

	

図 2	 システム概念図	
	

4-2.	①地域に関する単語をランダムに提示する仕組み 
新聞社の地域に関するニュースタイトルをデータベース

化した．白河市に関する単語をランダムに提示するため，

新聞社 3社（朝日新聞,	毎日新聞,	読売新聞）の 2005年
から 2018年の「白河市」に関する記事のタイトル文デー
タを収集した．データベース化にあたり，地域の魅力とは

関係が薄いと考えられる裁判関係,	事件関係,	政治関係の

言葉が含まれるタイトル文を削除した．削除した単語は表 

1に一覧で提示した．収集したタイトルは 4,800本であっ
た．	

	

表 1	 削除した単語の一覧	

	

マルコフ連鎖でタイトル文を生成し,	そのタイトル文を

形態素解析器Mecab[9]を用いて形態素解析を行い,	形態
素解析を行った単語を提示することとした．マルコフ連鎖

モデルを用いることで，新聞社のニュースタイトル文構成

に近い品詞構成で単語を提示することと，ワークショップ

と同じランダム性を再現することを目指した．実際に提示

される単語の一例は図 3である．	
	

	
図 3	 地域に関する単語の提示 

	

4-3．②関連性の高い単語を提示する仕組み	

	 利用者が，単語を選択すると「言いたいことに近い」と

「言いたいことに遠い」の 2つのボタンが表示される．言
いたいことに遠い」ボタンを選択した場合,	元データの新

聞社のニュースタイトル文をMecabを用いて形態素解析を
行い,	ランダムで新しい単語を提示する．「言いたいこと

に近い」というボタンを選択すると，Wikipediaコーパスを
用いた word2vec[10]のモデルを用いて同義語を提示する．	
これはワークショップにおいて，参加者同士が議論しな

がらカードを入れ替えながら関連性が高いか・低いかを考

えていくプロセスを再現したものである．	

このプロセスを繰り返すことにより，地域の魅力の言語

化を支援することが出来る．	
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5. 今後の展望 

本研究では,	ワークショップからわかった知見を基に,	

「自分の思う地域の魅力」を言語化できるようになるシス

テムを提案した．システムを用いて，実験，評価を行うこ

とはできていない．そのため今後このシステムを実際に用

いて，実験，評価を行うことでさらなる改善を行う必要が

ある．	
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